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イ ギ リ ス 的 世 態
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井　畑　公　男

附属高等学校天王寺校舎

(平成13年7月23日 　 受付)

　異文化理解という言葉が使われるようになって久 しい。諸事万般が文化にっながるかに思え,事 に

接してみて浅薄に感 じられることが多い。 しか し,い ささかでも,そ の深奥に入 りたければ,言 葉を

学び,珠 玉の名作を読むのが有効な一方法と考えられる。優れた文学作品であれば,そ こに,あ る総

体的なものが十全に表されているのである。例えば,谷 崎潤一郎の 『細雪」は日本,日 本語というも

のを深々と表現 しているものと言える。同様のことが,国 民的作家と言われるチャールズ ・ディケン

ズ 「デイヴィッド・コパフィールド』にっいて も言える。これを読むことによって 「イギリス的なる

もの」に接することができる。高校生にとって,沈 潜でき,楽 しむことのできる世界がここにある。

キ ー ワ ー ド:描 写,絵 画,都 市

1　 は じめに

Balzac　 regarde　 et　raconte;le　 choix　 de　1'objet　 sur　lequel　 tombent　 ses　regards　 lui

importe　 peu,　it　n'a　que　 le　sourci　 de　tout　 regarder　 et　de　tout　 dire.

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Emile　 Zola,　Mes　 haines

バ ル ザ ックは見っめて,語 る。 その まな ざ しを どの対象 に向 けるか など,彼 にとって たい

して重要 でな い。 ひたす らすべてを見っあ,す べてを語 ることに心 を くだ くのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ ミール ・ゾラ 『わが憎悪』

　膨 大な 『ル ーゴン ・マ ッカール叢 書』を残 した このゾラの,同 じく 『人間喜劇』 とい う

一大 小説 群を書 いたバ ルザ ックに対す る制作態度 を貫 く評言 は,ほ ぼ同時代 の海峡 を渡 っ

た イギ リスの国民的作家 といわれ るチ ャールズ ・デ ィケ ンズにもあて はまるので はないか。

二人 とも,ま ず生活 において挫折が あ り,パ リとロ ン ドンとい う都会で それ ぞれ成功 しよ

うと奮闘 し,バ ルザ ックはそれ が不完全 なまま生涯 を終 え,デ ィケ ンズは一応 の成功裡 に

その人生 を終 えたかに思 われる。 また二人 とも当時 の出版,ジ ャーナ リズムの世界 でその

文学的 なス ター トを始 めている。 それに二人 は作 品 としてほ とんど残 さなか ったが劇壇 と

い うものを多少 とも知 っている。 デ ィケ ンズが公開 の自作朗読 に精力 を使 い果 た した こと

とか,バ ルザ ックが若 い頃に劇作 に手痛 い挫折 を経験 してい るな どとい うのは,今 日,小

説 の全盛期 と考 え られる時代 の代表 的作 家のエ ピソー ドとして興味深 く,ま た時代 におけ

る小説 の役割 を考 え るうえで も大いに参考 にな ることであ る。 さて問題 は時代的な こと,

外国語 の障害 を乗 り越 えて,お も しろ く読め るか とい うところにあるであろう。 まず はディ

ケ ンズにっいて最 も人気があ るとされてい る作品を瞥見す ることか ら見てみたい。



　 バルザ ックとデ ィケ ンズに共通す る ことのひ とっ に二 人 とも多作家 とい うことが挙 げ ら

れ る。 これ はひ とえ に成功 しよ うとす る芸術家 の欲望,不 安 の為 せ る業 と言 っていいであ

ろ う。小説 が言葉 によ る絵 画だ とすれ ば,多 作 する ことによ って成功者 になろ うとす るも

のは見 ることか ら始 あ,見 た ことを言葉で描 き,そ してその反響を伺 うしかあるまい。ディ

ケ ンズの 『ク リスマ スブ ック』の一番 目に書か れた 『ク リスマス ・キ ャロル』 は彼 か ら見

て成功作 であ り,世 界少年 少女文学 の代表作 と言 ってよ く,そ こにデ ィケ ンズの特徴 が現

れてい ると考 えて差 し支えな いで あろ う。「ク リスマス ・キ ャロル』 は イギ リス版守 銭奴

の回心物語 と言 ってよ く,時 期を ク リスマスに据え,題 名 の通 りク リスマ ス ・キ ャロルが

響 き渡 る,す こぶ る楽 しい作品で ある。 この作品で デ ィケ ンズが成功 した所 があ るとすれ

ば,そ れはスクルー ジとい う守 銭奴 とい う典型 の人物造形で あ り,イ ギ リス庶民 が一年 に

一度 ,と て も楽 しみに してい るク リスマスの一家団 らん の情景 の活写 の二 っであろ う。 ま

ずはス クルー ジの人物浩形 か ら鼻,てみ たい.

 Oh! But he was a tight-fisted hand at the grindstone, Scrooge! a squeezing, 

wrenching, grasping, scraping, clutching, covetous, old sinner! Hard and sharp 

as flint, from which no steel had ever struck out generous fire; secret , and self-

contained, and solitary as an oyster. The cold within him froze his old features, 

nipped his pointed nose, shrivelled his cheek, stiffened his gait; made his eyes 

red, his thin lips blue; and spoke out shrewdly in his grating voice. A frosty 

rime was on his head, and on his eyebrows, and his wiry chin. He carried his 

own low temperature always about with him; he iced his office in the dog-days; 

and didn't thaw it one degree at Christmans.

(大 意:驚 いたことに,ス クルー ジは挽 きうすを しっか りと握 った手 のよ うな男だ った。

ぎ ゅうと握 り,強 く振 り,し っか り掴み,こ す り取 るような,負 欲な罪深 い爺 じいだ った。

火打 ち石 のように硬 く,と げ とげ して,ど んな鋼 を打ちっ けて も,大 き く燃え あが る火が

っ いたことはな く,牡 蠣 のよ うに,こ っそ り,閉 じ籠 もり,孤 独だ った。身内の冷た さが

顔か たちを凍 らせ,と んが った鼻 を こごえ させ,頬 を萎び させ,歩 き方を ぎこちな くさせ

た。 目は赤 くな り,薄 い唇 は青 くな り,き しるよ うな声で,厳 しくどな った。白い霜が頭,

眉毛,尖 った顎 に降 りて いた。 いっ も,こ のよ うな冷 た さを携 えていた。盛夏 に事務 所が

凍 り,ク リスマスにも少 しも暖 か くな ることはなか った。)

　畳 みか けるように言葉が費や され,頑 固で吝箇 な老 人が戯画化 されている程に描かれ る。

もうこれ以上 冷た く,頑 な になる ことはで きない位,比 喩 を,そ れ も自然のそれを利 用 し

て描 かれてい る。 実際の ロン ドンの シテ ィにいたか もしれない人物 とい うよ りも,お 伽話

にで も出て きそ うな雰 囲気を漂わせ ている。必ず しも子供 むけに書 かれた とは言 えない ら

しい この 『ク リスマ ス ・キ ャロル』 が子供向 けに書 かれた作品 と受 け取 られる理 由は この

ス クルー ジの描写 に も伺 え る。

　さて,こ の挺子 で も動 かぬ勤 勉で吝0な スクルー ジはどのよ うに回心 してい くのであろ

うか。作 品冒頭 にかっての同僚の マー レーが死んで いることが強調す るように確認 される。

スクルー ジに とっては,長 年 の同僚,マ ー レーにはスクルージ しか財産 の相続人 いない と

い う設定 は二人 とも孤独 で,ス クル ージの強欲の一っ の添え物 になる。 そ してク リスマス

を祝 うことをスクルー ジが嘲笑 す る場面を三 っ畳みか けるように作者 は描 く。 スクル ージ
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の 甥 が彼を ク リスマスの夕 に招待すべ くや って きてお祝 の言葉 を言 うのを問答無用 とい う

ばか りに馬鹿扱 い し,ク リスマ スを機 に慈善を スクル ージに願 いで る二人の紳士をにべ も

な く追い払 うところ,霧 が深 く,い よい よ冷え こむ中,誰 かが スクルー ジの仕事場 に ク リ

スマ ス ・キ ャロルを歌 って祝福 しようとす ると,物 差 しで追 い払お うとす るスクルー ジ。

どれ も,こ れ以上 ない位,ク リスマ スを祝 うことに対す る意味 のな さを罵 倒 してい る。 こ

の後 スクル ージはいっ も通 り憂欝な居酒屋で ひと り夕食を取 ると,こ れ また暗い家,彼 し

か住 まな い部屋の余 った家 に帰 る。庭 は暗 く,霧 と霜で包 まれ暗 い雰囲気に沈む。　 まず

最 初の異変。戸の ノ ッカーがマ ー レーの舶 に目え る.、

 Marley's face. It was not in impenetrable shadow , as the other 

yard were, but had a dismal light about it, like a bad lobster in 

It was not angry or ferocious, but looked at Scrooge as Marley 

with ghostly spectacles turned up on its ghostly forehead.

objects 

a dark 

used to

in the 

cellar. 

look:

(大 意:マ ー レーの顔。 庭 にあ るものの ように暗 い影 に沈んで はいず,暗 い貯蔵庫 の腐 っ

たえ びの ように,ま わ りがぼんや り光 ってい る。怒 って もいず,猛 々 しい表情 で もな く,

生 きた とき同様 スクル ージを見っめてい る。気味の悪 い眼鏡を気味の悪 い額 に乗 せて。)

　 もうこれ は幽霊が出た も同然。 しか しスクルー ジが 目を凝 らす と顔 は ノッカーに戻 る。

何 もなか った と馬鹿 に しなが ら戸 を閉め ると,戸 の音が反響 して雷のよ うに家 中に響 き渡

る。 スクルー ジは家中を回 って何 もない ことを確かめ ると夜衣を着 る。 わずかな火 を とも

す暖炉 の タイルで描かれた聖書 の物語 の絵 のなか にマ ー レーの顔 が現 れる。一笑 に付す が

今 度 は使 ってない,吊 した呼鈴 が動 き,鳴 り始 め,音 が大 き くな るにっれ,家 中の呼鈴 が

鳴 る。 呼鈴 が いっせい に鳴 り止 む と,鎖 の音が下の方か ら聞 こえ る。 それが階段 を昇 り,

戸 口 まで来 る。 顔色が変 わ るス クルー ジの前 にマ ー レーの幽霊がその姿 を現す。 その死 の

よ うな冷たい 目でみっめ られス クルー ジはぞ っとす る。 相手を確かめマー レーの用 向きを

聞 く。 恐怖 で気を失 いそ うにな るス クルー ジはマ ー レーの言 うことを聞 き始める。 スクルー

ジは脆 いて手を合わせ る。

 "Mercy!" he said
. "Dreadful apparition, why do you trouble me?" 

 "Man of worldly mind!" replied the Ghost
, "do you believe me or not?" 

 "I do
," said Scrooge; "I must. But why do spirits walk the earth, why do 

they come to me?" 
 "It is required of every man

," the Ghost returned, "that the spirit within him 

should walk abroad among his fellow-men, and travel far and wide, and if that 

spirit goes not forth in life, it is condemned to do so after death. It is doomed 

to wander through the world — oh, woe is me! — and witness what it cannot 

share, but might have shared on earth, and turned to happiness!"

(大意:「 お慈悲 を。恐 ろ しい幽霊 どの。 ど うして,私 をお苦 しめなさるのですか。」

　　　 　「世俗 まみれの者 よ。私 の言 うこと聞 くかね。」 とマー レーの幽霊。

　　　 「聞 きます。 いやき っと。 で も幽霊 の方 々は どうして この世 を散歩 なさ った り,

　 　　 　 私共 の ところにお出でになるのですか。」

　　　 　「人 は,そ の内なる霊 が同胞 の中を広 く回 らな くてはいけないのだ。 それ も遠 く

　　　 　 方 々に じゃ。生存 中にそ うで きなければ,死 後そ うする運命 になる。 こう して

　　　 　 さまよ うのが,わ しの定 め,あ あ悲 しい,生 前一緒 にな って喜 ばせ られ るよう

　　　 　 な こと,い まはど うす る こともで きず見 てい るだけ。」)
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　 ここに人の友情,愛,慈 善,幸 福の追求等が広 く,長 い時間 の問になされ るのが願わ し

い と暗示 されてばか りでない。 この後 の物語 の展開 がマー レーの悔恨 か らスクルー ジの回

心 へ と進 む発端 が認 め られ る。時間が ないとい う幽霊 のマー レー は3人 の幽霊 の登場を予

告 す る。 スクル ージはそ の時,幽 霊 とと もに過去,現 在,未 来 の親 しい者 たちの姿,ク リ

スマ スの風景,自 分の死 などを見て 自分 を省 み る。読 んで楽 しむべ きはそれ らの光景で あ

る∩

　マー レーの予告通 りに現れ た 「過去 のク リスマスの幽霊」 に連 れ られて スクルー ジは自

分の生 まれた ところに来 るので ある。見 る光景 は過去 の影 だか ら自分 たち二人 は気 づかれ

ないと幽霊 は言 う。 スクルージは自分が よ く知 っている光景 を見 て,こ の ように思、う。

 The jocund travellers came on; and as they came, Scrooge knew and named 

them every one. Why was he rejoiced beyond all bounds to see them? Why did 

his cold eye glisten, and his heart leap up as they went past? Why was he 

filled with gladness when he heard them give each other Merry Christmas, as 

they parted at cross-roads and by-ways, for their several homes? What was 

Merry Christmas to Scrooge? Out upon merry Christmas! What good had it 

ever done to him?

(大 意:陽 気 な連中がや って きた。近づ くとス クルー ジは皆 よく知 っていて一 人一人名前

を言 うことがで きた。 その姿 を見 ると,ど うして,こ のよ うに途 方 もなく嬉 しいのだ ろう。

皆 が歩 いて い くと,ど うして冷 た くな った 自分 の 目が輝 き,心 が踊 るのか。皆が道が交差

し分か れている ところで,別 れの挨拶 に,「 ク リスマスおめで とう」 と言 い合 うの を耳 に

す ると,ど うして胸 が嬉 しさで一 杯にな るのだ ろう。「ク リスマスおめで とう」 が何程 の

もの とい うのか。 そんな もの糞 くらえ。何 の得 にな った というのだ。)

　 ス クルー ジは 「ク リスマスおめで とう」 とい う言 葉を罵倒 して はいる ものの,も うす で

に冷 たい吝箇漢 の心 は親 しい ものたちの出会い の暖か さに溶 けは じめていると言 って いい。

そ して学校 で一 人,夢 中 にな って 『千一夜 物語』,『ロ ビンソ ン ・クルー ソー』 などを読 み

ふ ける子供姿 の 自分 を見 せ られス クルー ジは泣 く。 次 に幽霊 はスクルージが徒弟 と して奉

公 した店,老 フェジウィッグの店 の ク リスマ スを思 い出 させ る。

 "Hilli -ho!" cried 

wonderful agility. 

ho, Dick! Chirrup,

 old Fezziwig, 
"Clear 

away, my 

Ebenezer!"

skipping down 

lads, and let's

 from the 

have lots of

high 

room

desk 

here!

with 

Hilli-

(大意:「 お一い」 と老 フェジウィ ッグは大 きな声で言 うとび っくりするよ うな軽 さで高

い机 か ら飛 び降 りた。 「さあ皆,片 付 け るんだ,こ こを広 くす るんだ。 お 一い デ ィ ック。

楽 しくやろ う,エ ブニゼル。)

　 エブニゼル とはスクル ージの ファース ト・ネームで このよ うに親 しく呼 ばれるのは ここ

位 の ものであ る。 どこの店 の ク リスマスで も見 られ そ う光景 を,さ さやか だが,す こぶ る

明 るく,楽 しく,勢 いよ く,一 夜の宴 が始 まる雰囲気が醸 し出されて いる。 そこに,一 同

が繰 り出すよ うに登場 す る。

 In came a fiddler 

orchestra of it, and 

vast substantial smi

with a 

tuned 

le. In

music-book, and went up the lofty desk,and made an 

like fifty stomach-aches. In came Mrs. Fezziwig, one 

came the three Miss Fezziwigs, beaming and lovable.

(大意:そ こに楽譜 を持 った ヴ ァイオ リン弾 きが入 って きて,高 い机 に乗 り,楽 隊にな っ

た気持 ちで,胃 痛が50人 集 まったよ うな音 を出 して調絃 し始 めた。次 に フェ ジウィッグvOO
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が 満 面の笑みを浮かべ,三 人の娘が愛 らしい顔を輝かせ入 って きた。)

　 以下,娘 に振 られ た6人 の青年,店 で働 く青年男女,パ ン屋 の従兄弟を連れたお手伝 い,

料 理女 と親 しい牛乳配達夫,向 か いの小僧,女 主人 に耳を引 っ張 られた二軒隣 のお手伝 い

要 は,な んの別隔て もな く続々 と楽 しそ うに,仕 事が終わ った店 の中 に親 しいものが一同

集合 し勢揃 いとい った趣で ある。何か雑然 と したなか,一 斉 に20組 の踊 りが は じまる。狭

い中,エ ネル ギー溢れ る舞踏会が続 く。酒,ケ ーキ,パ イ,ビ ール も出 され る。

　 この雑然 と した,し か し和気愛 々と したエネルギーあふれ る舞踏会 は12時 なると終わる。

これを見て いたスルー ジは 「老 フェ ジィッグが皆 を楽 しい気持 ちさせ るのは一財産 に も値

す る大切 なことだ。」 と幽霊 に言 う。 時間がな くな った幽霊 は若 い スクル ー ジに恋 人 だ っ

た娘 に会わせ る。

  "It matters 

displaced me."

little,"　 she　 said,　 softly.　 "To　 you　 very　 little. Another　 idol　 has

(大 意:「 何で もないの。 あなたに とっては。別 のいい人 が私 を押 し退 けたわ。」)

　 「いい人」 とい うの は,お 金の ことで,娘 は　 スル ージの生 き方が変 わ った とな じり,

身 を引 くと告 げる。 これを見て いたスルー ジは 「これ上見せ て くれ るな。」 と幽 霊 に懇願

す る。 いまの彼 は悔恨 にさいなまれてい るのであ る。幽霊 は これに耳 をかさず。娘 の現在

の幸せ な家庭 の光景 を示 し夫 との会話 を聞かせ る。 そ こに現在 のスルー ジの姿 が浮 かび上

がる。

 "I passed his 

inside, I could 

death, I  hear;

office window; and as it was not shut 

 scarcely help seeing him. His partner 

and there he sat alone — quite alone in the

up, and he 

 lies upon 

world, I do

had a candle 

the point of 

 believe. "

(大意:「 店 の前 を通 り過 ぎたんだ。 閉 まっていなか ったので,中 が見 えて しま ったが,

ス ルー ジは蝋燭一本 で仕事 を していたよ。 なんで も相棒 が死 にか けてい るらしい。一 人で

いたよ。 ま った く。」)

　孤独 なスルー ジの姿が際立 っだけでな く,舞 踏 会,家 庭 の団簗 と並 べて示 され ると,そ

の陰惨 さ,冷 た さが感 じられて くるようにな る。 「行 って くれ。 もとに帰 して くれ。 もう

っ きまとって くれ くな。」 とスルージは耐 え られな くなる。

　次 に登場 した現 在の ク リスマ スの幽霊 はスル ージに部下 の書 記 クラチ ットー 家の ク リス

スの様子 を見せ る。

 Then up rose Mrs. Cratchit, Cratchit's wife, dressed out poorly in a twice-

turned gown, but brave in ribbons, which are cheap and make a goodly show for 

sixpence; and she laid the cloth, assisted by Belinda Cratchit, second of her 

daughters, also brave in ribbons; while Master Peter Cratchit plunged a fork 

into a saucepan of potatoes, and getting the corners of his monstrous shirt-

collar (Bob's private property, conferred upon his son and heir in honour of the 

day) into his mouth, rejoiced to find himself so gallantly attired,and yearned to 

show his linen in the fashionable Parks.

(大 意:す る とク ラチ ッ ト夫人が二回裏返 しに して使 って いる服 を着て,と て もいい リボ

ン,安 い,6ペ ンスの割 には派手だっ ものをつ け着飾 って 出て きたのです。夫人 は二番 目

の娘 のベ リンダを,彼 女 もリボ ンをつ けていて,手 伝 わせ夕食 の準備 を して いた のです。

その間,息 子 の若主人 ピー ター ・ク ラチ ッ トは フォークで じゃがい もの鍋 の焼 け具合 を見

て,ぶ かぶかの シャッ(ボ ブのお古 で,ク リスマスのために与 え られた)の 襟 を口に くわ



え,立 派 な服装 を着 て御 満悦 にな り,こ れを着て社交場で見せびらか した くてたま らなか っ

たのです。)

　 こ こに見 られ るのは,慎 ま しいなが らも,そ れな りに,精 一杯 ク リスマスを祝 お うとす

る庶民 の一風景 である。子供 たちが集 まり,料 理を楽 しみ,ク リスマスのお祈 りをす る。

テ ィム とい う病弱 で足 の悪 い子供 がでて きて父親 ボブ ・クラチ ッ トは一番 この子 を心配

す る。 これを見 ていたス クルー ジは 「幽霊様,こ の子,生 きて いけるで しょうか。」 と今

まで感 じた こともないよ うな強い関心 を持 って聞 く。幽霊 はそ う聞 くスクルー ジを 「人 が

死ね ば余計 な人 口が減 る。」 と言 ったで はないか とな じり,ス クルー ジは うなだ れ る。

　 さて未来 のク リスマスの幽霊 はス クルー ジに彼の死後 の様子を見せ る。
 "Thi

s 

he was

is the 

 alive,

end of it, you see? 

to profit us when he

He 

was

frightened every 

dead! Ha. ha.

one 

Ha!

away from him when

(大 意:こ んなふ うにな るんだね。 あいっが生 きて いた時 はみん な恐 くて寄 りっか なか っ

たけど,死 ぬと,こ うして儲 けさせて くれ るんだね。)

　 これはス クルー ジの死後,そ の遺留 品を漁 った泥棒の言葉で,ハ イエナのよ うな ものた

ちに襲 われる,有 りえるか もしれない 自分の未来 にスクルー ジはまた もぞ っとす る。彼 は

は悔 い改 ある時間 がまだ残 されているのであ る。 この泥棒た ちの描写 は このお伽話 のなか

で異様 に リア リテ ィが ある。 デ ィケ ンズの実 際の見聞を思わせ る。

皿　牧歌的世界

　『ク リスマ ス ・キ ャロル』 の スクル ージの人物造形 に大 いに貢献 して い るの は幽霊 の存

在で あろ う。透明 な幽霊,過 去,現 在,未 来 とい った時間軸のなかで最大限 の自由を獲得

して いる。 しか し,ス クルー ジは回心 とい う変化 を通 過す るものの,ど こか非人間的 なの

で ある。 これ と同様 のこ とが自伝的作品,デ ィケ ンズが気 に入 った小説 『デイヴ ィッ ド・

コ ッパ ーフ ィール ド』 の主人公 デイヴ ィッ ドにっいて も言 え る。父の死,母 の死,学 校,

徒 弟修行,就 職,結 婚,妻 の死 再婚,作 家 としての成功と物語の枠が有 りなが らデイヴィッ

ドは一向 に成長 しないので ある。 これは,お そ らく,時 間をか け内省す ることが少 なか っ

たた めと思 われる。小説 の舞台 に劇 に出て くる人物 を登場 させ ることか らくる平板化 と考

え られ る。 しか し,時 と してその舞台 は幽霊 が出るよ うな うす気味悪 い館の ような場合が

あるか と思え ば,海 岸 の近 くにあるか も知 れない次のよ うな幻想的な素 晴 らしい舞台の と

きもあるので ある。 ロ ン ドンとい う都会 を描 くことの多 か ったデ ィケ ンズにすれば,珍 し

いことで はあるまいか.何 か子供時代 のがれ の依購 歩.照わ廿 ろ.

 "That's not it?" said I
. "That ship-looking thing?" 

  "That's it
, Mas'r Davy," returned Ham. 

 If it had been Aladdin's palace, roc's egg and all , I suppose I could not have 

been more charmed with romantic idea of living in it. There was a delightful 

door cut in the side, and it was roofed in, and there were little windows in it; 

but the wonderful charm of it was, that it was a real boat which had no doubt 

been upon the water hundred times, and which had never been intended to be 

lived in, on dry land. That was the captivation of it to me. If it had ever 

been meant to be lived in, I might have thought it small, or inconvenient , or 
lonely; but never having been designed for any such use, it became a perfect



abode.(CHAPTER　 31have　 a　Change)

(大 意:「 あれが そ うなの」 と私 は言 った。「あの船 のよ うなのが。」

　　 　　 「あれで すよ,デ イ ヴィ坊 っち ゃま。」 とハ ムが答 えた。

　 これが ア ラジンの宮殿,大 烏 の卵 であ って も,中 に住んでみ るとい う夢 のよ うな思 いに

これ ほど有頂天 にな らなか った と思 うのです。中 は楽 しげな扉が付 け られて あ り,屋 根 も

あ り,小 さな窓 も作 られてい るのです。素敵 なの は間違 いな く,こ れが何度 とな く海 に浮

かべ られ た正真正銘 の船 で,陸 の上 で住 むよ うに考え られ なか った のです。 そう思 うと,

う っとりとな って しまいま した。人 が住 む家 と して作 られていた ら,ち っぽけな,扱 いに

くい,捨 て られた もの と思 ったで しょう。家 にと考え られなか った にせ よ,今 は申 し分な

い家 なのです。)

　 乳母 のよ うな家政婦 のペ ゴテ ィに連 れ られて,彼 女 の兄の住む ヤーマスに来 るところだ

が,兄 のペ ゴテ ィの甥 ハムに出迎 え られ るので ある。周囲 には空,海,川,平 原 の他,何

もな く,黒 い船 が一 そ う高 い ところにあるばか りなのである。煙突か ら心地 よく煙 りが昇 っ

ている。誠 に,い とも簡単 に,慎 ま しく生 きる庶民的 な漁民一家を さ りげな く提示す る前

置 きとしての,し か も幻想 的な気分 に浸 らせ る描写 と言 ってい いで あろ う。 自然 に囲 まれ

人 はそれ と調和 して生 きてい るとい う十分 な暗示 に満ちている。中に入 ると一層 デイヴィッ

ドは目を見張 るのであ る。描写 が一層,こ まやか になる。

 It 

and 

was 

with

was beautifully clean inside, and as tidy as 

a Dutch clock, and a chest of drawers, and 

a tea-tray with a painting on it of a lady 

a military-looking child who was trundling a

possible. There 

on the chest of 

with a parasol, 

hoop.

was a 

drawers 

taking a

table, 

there 

walk

(大意:な かは とて もきれいで,き ちん と整理 されて いた。 テーブルが あ りオラ ンダ時計

があ り,た んす も置 かれていた。 その上 には盆が あ り,そ れ には兵隊 さん の格好を した,

輪 まわ しを してい る子 を連 れて,日 傘を さして歩 いて いる婦人 の絵が描 かれて いた。)

　 満 ち足 りた生活 があ り,行 き届いていて,異 国情緒,都 会の匂 いが しないで もない。 し

か し,デ イ ヴィッ ドが寝 ることにな るベ ッ ドをペ ゴテ ィに見せ られ ると,そ こには紛れ も

な く海 の匂 いがす るのであ る。 匂い は慎 ま しくきれ いなので ある。

 It was the completest and most desirable bedroom ever seen — in the stern of 

the vessel; with a little window, where the rudder used to go through; a little 

looking-glass, just the right height for me, nailed against the wall, and framed 

with oyster-shells; a little bed, which there was just room enough to get into: 

and a nosegay of seaweed in a blue mug on the table. The walls were 

whitewashed as white as milk, and the patchwork counterpane made my eyes 

quite ache with its brightness.

(大意:そ れ は申 し分 のな い好 ま しい寝室 で した。船尾 に作 られて い るのです。小 さな窓

があ り,そ れ は舵 が通 って いた ところで,壁 には私 の背 たけに合 うよ う,小 さな鏡が打 ち

つけてあ り,牡 蠣 の貝殻 で縁 ど られてあ るのです。小 さなベ ッ ドはち ょうど私 が入れ る ぐ

らいの大 きさで,机 に は海 草が束ねて青 い筒状 の容器 に生 け られていたのです。壁 はどこ

もきれいに白に塗 られてあ り,端 切で作 ったベ ッ ドカバーの明 るい色 は鮮 やかで目が痛 い

位 だ った。)



IV　世界はかくの如 し

　デイ ヴィッ ドはヤーマ スで二 週間楽 しくのん びりと過 ごす のだが,兄 ペ ゴテ ィの姪 エ ミ

リー と出会 う。後 に エ ミリー はデ イヴ ィッ ドが出会 う魅力的 な自然児 ステ ィァ フォー スと

出奔 し,エ ミリー は彼に捨 て られ,ス テ ィアフォースは船 の家 を破壊 す ることにもな る嵐

に飲 み こまれ最後 を遂げ,ハ ムも,こ の時,亡 くな る。 ペ ゴテ ィ兄妹 がエ ミリーを連 れて

オース トラ リア に移民 に行 くことを思 うと信 じられ ない程で あるが,今 は小春 日和 のよ う

な毎 日をデ イヴィッ ドは楽 しみ,夢 の よ うにエ ミリーが好 きにな り,彼 女 もデ イヴィッ ド

が好 きにな るのであ る。兄ペ ゴテ ィが快活 に酒を飲んだ りして過 ごす姿 が家族 のよ うな人

たちのなかで父親 の役 目を果た し,デ イヴ ィッ ドは生 まれて初 めて生地 を離 れ,最 高の待

遇で持 って歓待 されて いるのであ る。 それ はデイヴ ィッ ドが 引用 の寝具 で寝 る一方,ペ ゴ

テ ィ兄 とハ ムがハ ンモ ックで寝 るところなどに示 されて いる。慎 ま しいが,大 した不足 も

な い,平 穏な毎 日が ありデイヴィ ッ ドは日々の さまざまなで きごとを思い浮かべなが ら深々

と眠 ることがで きるので ある。読者 は安心 して話の叙述 をたどる ことがで きる。 ここに は

T.S.エ リ オ ッ トが そ の 古 典 論 の な か で 述 べ て い る,古 典 の要 諦 の ひ とっ,包 括 性

(cgmprehensiveness)が 実 現 され てい る。世界 はか くの如 し,こ れ に尽 きる とい うわ け

で,読 者 は深々 とそ の世界 に沈潜で きる。沈潜で きるのみな らず,認 識 が獲得 され,当 然

の こと行動が変わ るわ けで,そ の言葉 を共有す る人 々の幸不幸 に繋 が ると言 って過言 で は

な いのであ る。 いま一っ 『デイヴ ィッ ド・カ ッパ ーフ ィール ド』 で包括 的な描 写が実現 さ

れて いるところを見てみ たい。

　 ヤーマスか ら帰 るとデイヴ ィッ ドはマー ドス トンが新 しく父親 にな った ことを知 らされ

デ イヴ ィッ ドは彼 にセー ラム校 に追 いや られ る。 ある日の こと,校 長 ク リー クルが調子悪

く休む と,学 校が騒が しくな り始 める。

 If I could associate the idea of a bull or a bear with anyone so mild as Mr 

 Mell, I should think of him, in connexion with that afternoon when the uproar 

was at its height, as of one of those animals, baited by a thousand dogs . I 

recall him bending his aching head, supported on his bony hand, over the book 

on his desk, and wretchedly endeavouring to get on with his tiresome work , 

admidst an uproar that might have made the Speaker of the House of Commons 

giddy. Boys started in and out of their places,playing at puss in the corner 

with other boys; there were laughing boys, singing boys, talking boys , dancing 

boys, howling boys; boys shuffled with their feet, boys whirled about him , 

grinning, making faces, mimicking him behind his back and before his eyes; 

mimicking his poverty, his boots, his coats, his mother, everything belonging to 

him that they should have had consideration for .

(大意:メ ル先生 の ような人を牛 とか熊で思 い浮かべ るな ら,あ の 日の午後,騒 ぎが一番

ひどくな った どきな ど,た くさんの犬 に寄 ってたか って い じめ られて いる光景 が思 い浮 か

ぶ。 その時,先 生 はず きず き痛 む頭 を骨 の 目立っ手 に乗せ ,机 の本を読みふ け り,下 院議

艮な ら卒倒 しそ うな喧曝のなか,み じあな様 子で退屈な仕事 を黙 々と進 めてい るのです。

圭徒 の方 は席 を立 った り,座 った り,動 き始 め,陣 取 り遊 びを して いる。笑 ってい る子 が

いるか と思 えば,歌 を歌 う,し ゃべ る,踊 る,大 声でわめ くなど色々 出て くる。靴 を引 き

ずる子,先 生 のまわ りを ぐる ぐる回る子,そ う しなが ら笑 ったり,し か め っ面 を した り,



後 ろか ら,ま た 目の前で先生の真似 をす る。 その貧乏 な様子,靴,服,先 生 の母親,そ の

他先生 のついての ありとあ らゆ ること,普 通 な ら,抑 えて お くようなことを開 け広 げに真

似 るのです。)

　 当時の有 りえたか も しれない学校 の,こ れ も有 りえたか もしれな い一風景を これで もか

と言 うばか りに,戯 画 にな る位,思 う存分,そ の混乱 振 りを描 いて いる。Dicken's　 land

と呼 ばれ る世 界 に読者 は安 心 して遊 ぶ ことがで きる。 そ う学校 とい うの はこんな風 に も,

時 に はな るのだ。 確か にそ うだ,大 体 こん なものだ,こ れで尽 きて いると読者 は描写 の言

葉 に身を任せなが ら読み進 むのであ る。喧喋 は次 ぎの ような終わ り方をす る。

 I am not clear whether he was going to strike Mr  Me11, or Mr Mell was going 

to strike him, or there was any such intention on either side. I saw a rigidity 

come upon the whole school as if they had been into stone, and found Mr 

Creakle in the midst of us,with Tungay at his side, and Mrs and Miss Creakle 

looking in at the door as if they were frightened. Mr Me11, with his elbows on 

his desk and his face in his hands, sat, for some moments, quite still.

(大 意:ス テ ィアフォースが先生 に殴 りかか った のか,先 生が ステ ィアフォースに殴 りか

か ったのか,ど ち らにその気が あったのかわか らない。 は っき り見え たのは学校 全体 がま

るで石 になったか のよ うに しいん と静 ま りかえ ったのだ。見 るとク リークル校長 が教室 の

真ん中 に立 って いて,そ ば にタ ンゲ イが控えて いたのです。 それ に校長 の奥 さん とお嬢 さ

ん までが びっ くり した様子で教 室の入 口に立 って中を のぞ きこんで いたのです。 メル先生

は両 肘を机 にっ き,顔 を両手 に うず め,し ば らく,身 動 きせず,じ っと して いま した。)

　動 か ら静へ の見事 なコ ントラス トのは っき りした描写である。魅力的な生徒の中心スティ

アフォースを登場 させ,mに して,学 校側 の中心人物 ク リークル校長 と個性的 な足 が義

足の タンゲイをっ け,さ らに騒動 のひどさを強調す るか のよ うに校長一家 まで登場 させ,

最 後 に責任の当事者を無言 のうちに提示 し,そ の無能 さを暗示す るなど心憎 いばか りであ

る。大事 なの は事 の一部始終を展開叙述 して いる筆致 にある。 イギ リス的普遍性 が,ユ ー

モラスにさhげ な ぐ達歳 寮れて いるrい 身る.

1)テ ク ス トはCharles　 Dickens,David　 Copperfield(Penguin　 Books,1966)を 使 用 し て い る 。
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Charles Dickens David Copperfield 
 — English Modes of Life  — 
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 It is a long time since we heard the term "Understanding foreign cultures". All 

things foreign seem to be connected with their own cultures, but we have often found 

them superficial in its own culture when we studied them closely. However it is 

effective and enlightening to study a language and read its masterpieces, if we want 

to be involved in some culture better and more deeply. In excellent literary works, 

something total or comprehensive is shown precisely and elaborately. Japan or the 

Japanese language is well embodied in The Makioha's sisters by Jun'ichiro 

Tanizaki. Likewise we see many, unique English modes of life in David Copperfield 

by Charles Dickens, an English national writer. When reading David Copperfield, 

we feel to be faced with English-ness in various ways. It is a world where we 

could enjoy and indulge ourselves freely. 
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